
為替週間展望＝ドル円は上昇基調で推移か

　　　　　　　　　　［９月１２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    9 月 5 日～ 9 月 9 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  140.26   144.99( 7)    140.01( 5)    142.87   +2.67

ユーロ・ドル  0.9950   1.0084( 9)    0.9864( 6)    1.0069   +0.0115

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    28,214.75     +563.91     日本10年債利回り   0.256   +0.015

ダウ平均株価    31,774.52     +118.10     米10年債利回り     3.317   +0.128

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１２日　英７月鉱工業生産指数、英７月製造業生産指数、英７月貿易収支

１３日　英８月雇用統計

　　　　独８月消費者物価指数

　　　　独９月ＺＥＷ景況感指数

　　　　米８月消費者物価指数

　　　　米８月財政収支

１４日　ＮＺ第２四半期経常収支

　　　　日本７月機械受注高

　　　　日本７月鉱工業生産指数

　　　　英８月消費者物価指数、英８月生産者物価指数、英８月小売物価指数

　　　　スイス８月生産者・輸入価格

　　　　ユーロ圏７月鉱工業生産指数

　　　　米８月生産者物価指数

　　　　カナダ７月製造業出荷

１５日　ＮＺ第２四半期ＧＤＰ

　　　　日本８月貿易収支

　　　　豪８月雇用統計

　　　　ユーロ圏７月貿易収支

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米新規失業保険申請件数、米９月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米８月小売売上高、米９月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米８月輸入価格指数

　　　　米８月鉱工業生産・設備稼働率

１６日　中国８月鉱工業生産指数、中国８月小売売上高

　　　　英８月小売売上高

　　　　ユーロ圏８月消費者物価指数

　　　　カナダ７月卸売売上高

　　　　米９月ミシガン大学消費者信頼感指数

　　　　米７月対米証券投資

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】９月のＦＯＭＣでの利上げ幅は今後の経済指標などのデータ次第と

なりそうだが、断固としたインフレ抑制を強調するＦＲＢ当局者の発言からは、０．７

５％の利上げ確率が高いと見込まれる。こうした中、ドル円は堅調な流れを維持して、

一段と上値を追う展開になるとした。

　　　　

【各国中銀の利上げで円売りが加速】

　８月２６日のジャクソンホールでの米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長
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の講演以降、ドル買い円売りの流れが続いている。ＦＲＢによる積極的な利上げ観測が

米長期金利の上昇とともにドル買いの動きにつながっている。

　　

　経済成長の鈍化などの痛みを伴ってでも、インフレを抑制する強い意向を示したこと

がドル買いの動きにつながっている。また、各国中銀による利上げや利上げ見通しに対

して、対照的に日銀が緩和姿勢を維持しており円売りの動きにつながっている。

　　

　６日には豪中銀（ＲＢＡ）が０．５０％の利上げを実施した。５会合連続での利上げ

となり、４会合連続で０．５０％の利上げとなった。７日にはカナダ中銀（ＢＯＣ）が

０．７５％の利上げを決めた。６日に米国では好調な経済指標を受けて、米連邦準備制

度理事会（ＦＲＢ）による利上げが意識されて、一時１４３円台まで上昇した。７日に

は１４５円目前の１４４．９９近辺まで上昇を見せた。ドルインデックスは７日に１１

０．７８６付近まで上昇を見せた。

　　

　ドル円は短期的な過熱感を背景に１４５円接近の後は伸び悩みを見せている。１９９

８年８月以来、２４年ぶりのドル高円安の水準となったことで、利益確定の売りも出や

すくなったとみられる。また、米１０年債利回りは７日に３．３６０％前後まで上昇し

た後は高値圏でもみ合いとなっている。

　　

　パウエルＦＲＢ議長は８日の講演で、インフレ抑制のために利上げを継続する姿勢を

示した。発言内容に目新しさはなかったものの、９月のＦＯＭＣでの０．７５％の利上

げが一段と織り込まれた格好となっている。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、９月のＦＯ

ＭＣ（２０～２１日）での０．５０％の利上げ確率は１４％前後、０．７５％の利上げ

確率は８６％前後となっている。

　　

　１３日に８月の米消費者物価指数の発表がある。市場予想と比べて伸びが急減速しな

い限りは、今月のＦＯＭＣでの大幅利上げは避けられないとみられる。その場合、ドル

の底堅い動きは継続することとなりそうだ。ドル円は高値圏でもみ合いながらも上昇基

調で推移することとなろう。ドル円の目先の予想レンジは、１４０．００～１４８．０

０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１３日に米８月消費者物価指数、米８月

財政収支、１４日に日本７月機械受注高、日本７月鉱工業生産指数、米８月生産者物価

指数、１５日に日本８月貿易収支、米新規失業保険申請件数、米９月ＮＹ連銀製造業景

気指数、米８月小売売上高、米９月フィラデルフィア連銀景況指数、米８月輸入価格指

数、米８月鉱工業生産・設備稼働率、１６日に米９月ミシガン大学消費者信頼感指数、

米７月対米証券投資などがある。

　　

【ＥＣＢは０．７５％の利上げ】

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）は８日の理事会で、政策金利を０．７５％引き上げることを

決定した。声明文では、インフレ率の持続的な上昇のリスクから守るため、今後数回の

会合では金利をさらに引き上げると予想している。金融引き締めで景気が減速してもイ

ンフレの抑制を優先する意向を示した。

　　

　理事会後の記者会見でラガルド総裁は、インフレ率はあまりにも高く、今後数回の理

事会でさらに利上げを続ける意向を示した。ＥＣＢのスタッフ予測では、２０２２年の

インフレ見通しを６月予想の６．８％から８．１％に上方修正した。２０２３年は６月

予想の３．５％から５．５％に上方修正した。

　　

　ロシアの国営ガスプロムは、ロシアから欧州へ天然ガスを送るパイプライン「ノルド

ストリーム１」を無期限で停止するとしている。ロシアのペスコフ大統領補佐官は、西

側諸国による制裁が解除されるまで、天然ガスの供給停止を継続する可能性を示唆し

た。

　　

　ノルドストリーム１の停止により、欧州ではエネルギー調達への警戒感や景気減速へ

の懸念が広がっている。こうした動きがユーロドルの重石となっており、６日には０．

９８６４前後まで下落した。急速なドル買いが進んだ反動やＥＣＢによる大幅利上げ観

測などを受けて、７日には１ユーロ＝１ドルを回復したものの、その後は上値の重い流

れが続いている。ＥＣＢは大幅利上げしたものの、ラガルド総裁が理事会後の記者会見



で「次回の利上げは０．７５％である必要はない」と発言したことがユーロドルの上値

を抑えている。

　　

　ユーロ圏でのインフレ抑制のため、今後も利上げが継続するとの見方はユーロドルを

支えるものの、天然ガス供給への警戒感やユーロ圏の景気減速懸念などが上値を押さえ

そうだ。こうした中、ユーロドルは１ユーロ＝１ドルのパリティを挟んでの振幅が見込

まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは、０．９８００～１．０１００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１２日に英７月鉱工業生産指数、英７月製

造業生産指数、英７月貿易収支、１３日に英８月雇用統計、独８月消費者物価指数、独

９月ＺＥＷ景況感指数、１４日にＮＺ第２四半期経常収支、英８月消費者物価指数、英

８月生産者物価指数、英８月小売物価指数、スイス８月生産者・輸入価格、ユーロ圏７

月鉱工業生産指数、カナダ７月製造業出荷、１５日にＮＺ第２四半期ＧＤＰ、豪８月雇

用統計、ユーロ圏７月貿易収支、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、１６日に中国８月鉱工業

生産指数、中国８月小売売上高、英８月小売売上高、ユーロ圏８月消費者物価指数、カ

ナダ７月卸売売上高などがある。
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